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事業報告

団体名：

助成事業名：

特定非営利活動法人 優里の会

「里親制度の普及啓発と

支援を強化するための事業」



（１）実施内容－１

•里親制度の普及啓発と児童の福祉を考えるための
講演会

•講師 坂口 伊都さん

• 日時 平成３１年５月２６日（土）

• 内容 ＣＲＣ親子プログラムの紹介

「ＣＲＣ親子プログラム」とは、

虐待の再発を防ぐための

親子支援のためのプログラム



（１）実施内容－２

•区民祭り等において、広く市民に里親制度の理解を
促す広報啓発活動（パネル展、アンケート、チラシ配布）
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（２）助成金の活用

•助成金によって里親制度を含めた児童福祉に関する
講演会を開催することで、関係者への啓発活動につ
ながった。

•また、パネル展の材料費によってより多くの区民祭り
等へ参加された方へ里親制度の周知をすることがで
きた。

•講師招聘（旅費、謝金）

•パネル展の材料費（掲示物、チラシ、アンケート、装
飾など）



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）-１

• 「定期講演会」

•成果：参加者が日頃の業務や子どもの養育に生か
せる内容だった

•参加者の感想

• 「日頃の仕事上で役立つ情報をたくさんで、今後の子
どもたちや親との関わりで役立てたい。」

• 「自分の仕事だけでなく、自身の子育てのふり返りに
なりました。本当に、子育てまっただ中のつらい時に
聞けたらと思いました。」



（３）成果、市民の声（参加者やサポートを受けた方）-２

• 「里親制度啓発のパネル展」

•成果：より多くの区民祭り等へ参加された方へ里親
制度の周知をすることができた。

•参加者の反応

•里親制度への理解度：平均９５．３％（１５９名）

•里親制度への関心度：平均９４％（１６６名）

•そのうち、里親登録を検討１世帯



（４）今後の事業展開

•これからさらに、新たな里親のなり手を増やしていく

•具体的な内容

•さまざまな場所、機会をみつけてチラシを配布

•関心のある方へ丁寧な説明と対応

•マスコミとの連携、インターネット、ＳＮＳなどさまざま
な広報手段の活用

•社会的養護の必要な子どもたちへの理解を促す

（子どもは社会みんなで育てる意識の養成）


